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要旨 
紫外線やX線，ガンマ線などに代表される電磁波は細胞内のDNA損傷や活性酸素種 (ROS)
の発生などを引き起こすことが知られている．興味深い事に，陸生のクマムシは，活動状
態で高線量 のガンマ線に対して高い耐性を示し，強力な修復機構を持つ事が示唆されて
いる．特にヨコヅナクマムシは，高線量の紫外線 (2.5kJ/m2 UV-C)に対しても耐性を示す
事が報告され，PhrAによ るピリミジンダイマーの修復が機序の一つとして示唆されてい
る．しかし，高線量の紫外線はROSによってタンパクの酸化や，DNAの損傷なども発生さ
せることも十分考えられることから，より網羅的な調査が必要である．本研究ではヨコヅ
ナクマムシに対して2.5kJ/m2の紫外線を照射し，72時間に渡って刑事的な遺伝子発現解析
を実施し，修復の過程を観察した．また，Comet Assay法により紫外線へ暴露されたクマ
ムシにDNA損傷が認められた．これらの結果はクマムシの紫外線耐性機構の理解へつなが
る． 
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